
　世界文化遺産・国宝である姫路城では、城内にある指定
の表示板にスマホのアプリをかざすと、キャラクターを合
成した写真が撮れたり、説明動画が流れたりするAR（拡張
現実）を使ったサービスが提供されていますね。この技術
の活用はエンターテイメント分野に限りません。機械にス
マートフォンを当てると故障個所の詳細が表示されるな
ど、現場業務のサポートにも活用されています。
　ITは社会・産業の様々な分野に変化をもたらします。そ
して、利益を高め、事業を継続する基盤づくりに、もはや
ITシステムは不可欠なのです。

　最近、グンと身近になった技術が、今日のテーマでもあ
るIoTとAIです。
　モノがネットにつながり、センサーから自動的にデータ
を集めたり条件に応じた動作をしたりするIoTは、機械の
稼働状況、CO2濃度や湿度といった環境、位置、生産の進
捗、心拍など、知りたかったデータを、人手をかけずに可
視化できます。
　データを活用すると、製造業でいえば、機械の故障傾向
を知って対策を立てる、無駄な待ち時間をなくした生産計
画を立てる、顧客からの進捗問い合わせにすぐ回答できる、
温度管理が必要な製品を安全に管理する、社員の健康に対
する意識を高める、作業場の環境を整える……など、改善・
改革を実行できるようになります。
　AIは、人が行っている判断を「人工知能」が学習して実
行します（人と同じように考えるわけではありません）。た
だ、学習用のデータ準備や精度を高める継続的なサポート
が必要です。

　IoTおよびAIの活用において注目したいのは、「人の目」
の代わりをする映像や画像の活用です。
　条件が明確であればIoTが使えます。「遠隔監視をしてお
いて、所定の変化があったら通知する」などです。
　あいまいさを含めた判断をさせたいならAIです。製造現
場においては、「部品や原材料の数をカウントする」「傷や

不良品を検出する」「人と機械、機械の種類を区別する」な
どの活用が考えられます。
　最近のIoTやAIは、ニーズが高い特定業務や特定用途に
特化してパッケージ化が進み、使い勝手や費用面で導入の
ハードルが下がりつつあります。これはとても良い傾向で
す。新技術を使ったシステムをゼロから構築すると、投資
も大きくなり構えてしまいますし、どの程度の精度があれ
ばよいかを判断するのは難しいものです。先駆者が使いこ
なしてきたサービスならその点リスクが低いと言えます。
　製造業での活用が期待されるAIによる外観検査では使
いやすいサービスが生まれており、「AIってどんなもの
か」、小さく始めて試せます。部材の数を数えるAIなど身
近なところで使ってみて、社員の皆さんがAIの感覚をつか
んだうえで、さらに活用を広げていくのは理想的な展開と
いえましょう。
　IoTやAIの活用例としては、製造業における受注内容−
担当者のスキル−生産計画のマッチング、スマートウオッ
チの利用による社員の主体的な健康意識改善、重機の稼働
や作業量を自動で見える化して経営に役立てるなど、分野
も幅広くなっています。
　同時にハードウェアも進化しています。スマートグラス
を使って、現場の状況を映しながら遠隔の技術者から指示
を受ける、蛍光灯と一体型のIoT装置で設置コストを下げ
てスピード導入するなどは、興味深い例です。

　IoTやAIの活用は、道具ありきではなく、課題の整理と
優先順位付け、目指す姿を明確化することから始まります。
言葉にする際に、そしてどんなITを使えばよいか悩んだと
きには、会議所の経営指導員の方々やITコーディネータな
どの専門家と話すのはとても有意義です。
　挑戦した結果、予想と異なったり、自社には向かないと
わかったりすることも想定内。失敗を恐れて何もしないよ
り、「やってみてわかった」体験は次の成功を導く大きな財
産です。
　皆様それぞれが一歩を踏み出し、会社、地域がともに発
展することを応援しております。

IoTとAIの基本
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注目は映像・画像、そしてパッケージ化したサービス

図1　IoT、AIの特徴

図2　IoTは面倒だったデータ収集や、自動化に


